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区のお知らせ

区 の お 知 ら せ第202 号( 1)

足 立 区
企 画 室
( 882) 1111

福 祉 相 談
日曜・祝日を除く毎日、午前9

時から午後5時まで、ただし土曜
日は正午。足立・中部・東部福祉
事務所で、生活保護、保育所申し
込み受け付け、身体障害者福祉、
精神薄弱者福祉、老人福祉などの
相談にのります。

人口調べ
( 昭和43年11月1日現在)

世帯　165, 183

男　　278, 095
女　　265, 029

計　　543, 124

( 前月より973人増加)

十
二
月
一
日
か
ら
五
つ
の
町
誕
生

北
鹿
浜
・

北
堀

之
内

保
木
間
・

東

加

平

地
区
に
住
居
表
示
実
施

住
所
変
更
手
続
を
お
忘
れ
な
く

本
年
十
二
月
一
日
か
ら
、
第
十
五
次

の
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
、
次
の
五
か

所
に
新
し
い
町
名
・
町
区
域
が
誕
生
し

ま
す
(
地
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
。

今
回
の
実
施
面
積
は
次
の
と
お
り
。

(単
位
は
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)

◇
保
木
間
一
丁
目
〇
・
一
八
　
保
木
間

二
丁
目
〇
・
一
三
　
◇
綾
瀬
七
丁
目
〇

・
一
四
　
◇
加
平
一
丁
目
〇
・
一
六
　

加
平
二
丁
目
〇
・
一
五
　
加
平
三
丁
目

〇
・
一
二
　
◇
堀
之
内
一
丁
目
〇
・
二

〇
　
堀
之
内
二
丁
目
〇
・
一
二
　
◇
鹿

浜
一
丁
目
〇
・
一
七
　
鹿
浜
二
丁
目
〇

・
三
七
　
鹿
浜
三
丁
目
〇
・
二
五
　
鹿

浜
四
丁
目
〇
・
二
六
　
鹿
浜
五
丁
目
〇

・
二
四
　
合
計
二
・
四
九
。

現
在
の
住
居
表
示
実
施
予
定
面
積
(

市
街
地
)
は
、三
〇
・
七
六
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
区
の
総
面
積
五
三
・

二
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
対
す
る
割

合
は
、
五
七
・
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
住
居
表
示
実
施

予
定
面
積
に
対
す
る
実
施
済
面
積
は

今
回
の
分
を
い
れ
ま
す
と
、
二
二
・
二

七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
七
二
・
三

九
パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
、
区
の
総
面
積

に
対
す
る
割
合
は
、
四
一
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

住
所
変
更
届
を

住
居
表
示
の
実
施
さ
れ
た
区
域
で

は
、通
信
訪
問
の
便
が
た
い
へ
ん
良
く

な
り
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
を
早
く
多

く
の
か
た
が
た
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
官
公
署
の
公
簿
(

区
役
所
の
戸
籍
簿
・
住
民
基
本
台
帳

・
印
鑑
簿
・
選
挙
人
名
簿
・
国
保
・
年

金
台
帳
、税
務
署
・
都
税
事
務
所
な
ど

の
各
種
台
帳
な
ど
)
は
、役
所
で
書
き

か
え
ま
す
が
、次
の
よ
う
な
場
合
は
、

本
人
が
そ
の
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

(
1
)
登
記
所
の
不
動
産
物
件
の
所
有
者
名
義

人
な
ど
の
住
所
(
登
記
所
)
、(
2
)
自
動

車
検
査
証
(
陸
運
事
務
所
)
、(
3
)
運

転
免
許
証
(
所
管
の
警
察
署
)
、(
4
)
外

国
人
登
録
証
(
区
役
所
)
、(
5
)
国
保
・

年
金
加
入
者
証
(
区
役
所
)
な
ど
。こ

の
場
合
(
1
)
～
(
3
)
ま
で
は
、
「住
居
表
示

変
更
証
明
書
」(
住
居
表
示
課
ま
た
は

所
管
の
出
張
所
で
無
料
発
行
)
が
必
要

で
す
。

無
料
ハ
ガ
キ
を
配
布

新
し
い
住
所
を
知
人
や
取
引
先
な
ど

へ
知
ら
せ
る
た
め
、一
世
帯
二
十
枚
の

無
科
ハ
ガ
キ
を
さ
し
あ
げ
ま
す
(
大
量

に
欲
し
い
か
た
は
、郵
便
局
<
本
局
>

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)
。

新
築
し
た
と
き
は

家
を
新
築
し
た
り
、
改
築
し
た
り
し

た
と
き
は
、忘
れ
ず
に
区
役
所
住
居
表

示
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。
新
し
い
住

居
番
号
を
お
つ
け
し
ま
す
。

番
地
を
使
う
特
例

新
し
い
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
て
も

土
地
・
家
屋
の
不
動
産
の
表
示
、お
よ
び

戸
籍
の
表
示
は
、町
名
だ
け
が
新
し

い
も
の
と
な
り
、番
地
は
そ
れ
ま
で
使

っ
て
い
た
ま
ま
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。こ

れ
は
、住
居
表
示
の
番
号
を
、こ
れ
ら

の
も
の
に
つ
け
て
も
意
味
が
な
く
、か

え
っ
て
混
乱
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で

す
。住
居
表
示
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

こ
と
は
、住
居
表
示
課
へ
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

第十五次住居表示実施区域図

清
い
票
明
る
い
政
治
の
出
発
点

明
る
く
正
し
い
選
挙
標
語
の
入
選
決
る

第
五
回
明
る
く
正
し
い
選
挙
標
語
を

先
般
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、多
く
の

み
な
さ
ん
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
審
査
会
が
、十
月
二
十
二
日

区
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
っ
て
開
か
れ

応
募
作
品
二
九
三
点
の
う
ち
か
ら
、次

の
も
の
が
選
ば
れ
ま
し
た
。(
敬
称
略
)

〔一
位
〕
「清
い
票
明
る
い
政
治
の

出
発
点
」　
富
田
松
五
郎
(
中
央
本
町

一
丁
目
五
-
二
三
)

〔二
位
〕
「一
票
が
正
し
く
生
き
て

国
伸
び
る
」小
林
正
一
(
島
根
四
丁

目
二
-
一
〇
)
、
「一
票
が
土
台
と
な

っ
て
町
づ
く
り
」　
佐
藤
進
(
興
野
町

三
三
一
)

。
こ
の
ほ
か
佳
作
と
し
て

、

十
点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

入
選
さ
れ
た
か
た
に
は
、後
日
、賞

状
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

十
二
月
二
日
ま
で

選
挙
人
名
簿

の
追
加
登
録

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、選
挙
人
名

簿
の
追
加
登
録
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、十
二
月
二
日
ま
で
に
申
し
出

の
あ
っ
た
分
に
つ
い
て
、名
簿
を
作
成

し
ま
す
の
で
、そ
れ
ま
で
に
、年
齢
満

二
十
歳
に
な
っ
た
か
た
は
、特
に
登
録

も
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
し
出
先
は
、区
役
所
内
選
挙
管
理

委
貝
会
、
ま
た
は
区
役
所
小
張
所
。

交通安全区民のつどい
十
月
十
九

日
(
土
)
午

後
一
時
か
ら

秋
の
交
通
安

全
運
動
旬
間

の
し
め
く
く

り
、
「交
通

安
全
区
民
の
つ
ど

い
」が

区
産
業
振
興

館
で
行
な
わ

れ
、
日
ご
ろ

か
ら
区
内
の

交
通
安
全
に

活
躍
さ
れ
て

い
る
か
た
(

団
体
四
十
六
・
個
人
五
十
名
)
が

区
長
か
ら
表
彰
を
お
受
け
に
な
り

ま
し
た
。こ
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま

す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
企
画
室

広
報
ま
で
。

幼
稚
園
児
募
集

区
立
関
屋
幼
稚
園
で
は
、来
年
四
月

に
入
園
す
る
園
児
を
募
集
し
て
い
ま

す
。申
し
込
み
資
格
は
、昭
和
三
十
八

年
四
月
二
日
～
三
十
九
年
四
月
一
日
に

生
ま
れ
た
こ
ど
も
。申
し
込
み
期
限
は

十
一
月
九
日
(
土
)
ま
で
。申
し
込
み

先
は
区
教
育
委
員
会
学
務
課
学
事
係
ま

た
は
区
立
関
屋
幼
稚
園
(
千
住
関
屋
町

十
六
-
一
)
、八
八
八
-
三
五
八
九
。

く
わ
し
く
は
、学
事
係
ま
た
は
関
屋
幼

稚
園
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ね
ず
み
退
治
は

今
が
チ
ャ
ン
ス

こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
か
っ
て
、ね
ず

み
も
天
じ
よ
う
裏
や
台
所
に
多
く
は
い

っ
て
き
ま
す
。ね
ず
み
は
チ
フ
ス
な
ど

の
伝
染
病
を
媒
介
し
た
り
、赤
ち
ゃ
ん

に
も
か
み
つ
い
た
り
し
ま
す
。ね
ず
み

退
治
は
、こ
れ
か
ら
が
チ
ャ
ン
ス
。区

で
は
巡
回
班
を
く
り
だ
し
て
、み
な
さ

ん
の
地
域
を
回
り
、町
会
、自
治
会
と

協
力
し
て
、ご
指
導
し
ま
す
。ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。く
わ
し
く
は
、区

民
課
保
健
衛
生
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

働
く
若
い
女
性

の
講
座

日
ご
ろ
忙
し
く
働
い
て
い
る
若

い
女
性
の
た
め
に
、潤
い
の
あ
る

生
活
を
と
、教
養
を
高
め
る
講
座

を
開
き
ま
す
。内
容
は
、男
女
の

交
際
や
く
ら
し
の
心
得
な
ど
に
つ

い
て
、
専
門
の
先
生
が
た
が
お
話

に
な
り
ま
す
。
主
催
は
、
区
と
区

社
会
福
祉
協
議
会
。

◇
十
一
月
二
十
九
日
(
金
)
午
後

六
時
～
八
時
「男
女
の
交
際

に
つ
い
て
」講
師
　
医
学
博

士
　
奈
良
林

祥
氏

◇
十
一
月
三
十
日
(
土
)
午
後
六

時
～
八
時
「余
暇
の
利
用
に

つ
い
て
」

講
師
　
日
本
女
子

大
学
助
教
授
　
吉
沢
英
子
氏

◇
十
二
月
一
日
(
日
)
午
前
七
時

四
十
分
～
午
後
五
時
「レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
施
設
め
ぐ
り
」
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
指
導
　
阿
部
昌
子
氏

◇
場
所
　
区
役
所
七
階
大
会
議
室

◇
申
し
込
み
先
　
区
役
所
福
祉
課

福
祉
係

◇
締
め
切
り
日
　
十
一
月
二
十
日
(
水
)

。
た
だ
し
、
定
員
百
名

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

◇
受
講
料
は
、い
っ
さ
い
無
料
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

婦
人
の教

養
講
座

区
教
育
委
員
会
で
は
、区
内
に

住
む
ご
婦
人
の
た
め
に
、毎
年
教
養
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
が
、こ

と
し
は
、東
京
百
年
を
記
念
し

て
、
「百
年
む
か
し
の
足
立
」の

講
演
を
行
な
い
ま
す
。

日
時
=
十
一
月
八
日
(
金
)
　
午

後
一
時
～
四
時
　
会
場
=
区
産
業

振
興
館
公
会
堂
　
講
師
=
区
立
第

四
中
学
校
長
=
勝
山
準
四
郎
氏
。

こ
の
ほ
か
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、日
本
舞
踊
(
花
柳
秀
舞

踊
会
)
を
行
な
い
ま
す
。お
申
し

込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
委

社
会
教
育
課
文
化
係
へ
ど
う
ぞ
。

趣
味
の
教
室
へ

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は

次
の
よ
う
な
趣
味
と
実
益
を
か
ね

た
、
各
種
の
教
室
を
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お

申
し
込
み
は
、
直
接
、
東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
係
へ
。
電
話

六
〇
五
-
七
一
〇
一

(
な
お
、月
曜
日
は
休
館
日
で

す
)

。

料
理
教
室
(
中
国
料
理
)
―
十

一
月
十
三
日
(
水
)
午
後
一
時
～
三

時
　
講
師
　
増
田
幸
永
氏

生
花
教
室
(
古
流
)
―
十
一
月

二
十
六
日
(
火
)
午
前
十
時
～

十
一
時
三
十
分
　
講
師
　
岩
佐

マ
チ
氏

詩
の
教
室
(
現
代
詩
の
創
作
と
鑑

賞
)
―
十
一
月
十
日
(
日
)

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分
　

講
師
　
牧
野
三
郎
氏
(
な
る

べ
く
、作
品
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
)

絵
画
教
室
(
野
外
デ
ッ
サ
ン
)
―
十
一
月

九
日
(
土
)
午
後
一

時
　
講
師
　
沖
浦
卓
夫
氏
　
(

油
絵
ま
た
は
水
彩
用
具
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
)

折
紙
教
室
―
十
一
月
十
七
日
(

日
)
午
後
一
時
　
講
師
　
折
紙

研
究
家
　
河
合
豊
彰
氏

図
書
の

貸
出
し
中
止

―
梅
島
図
書
館
―

区
立
梅
島
図
書
館
は
、来
年
四

月
開
館
が
予
定
さ
れ
て
い
る
区
立

中
央
図
書
館
に
合
併
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
移
転
作
業
準

備
の
た
め
、今
月
一
日
か
ら
図

書
の
閲
覧
を
中
止
し
ま
し
た
。た

だ
し
、図
書
室
は
「勉
強
部
屋
」

と
し
て
当
分
の
間
提
供
し
て
い
ま

す
か
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

梅
島
図
書
館
は
、区
立
図
書
館

と
し
て
は
最
初
に
で
き
た
も
の

で
、昭
和
二
十
五
年
九
月
開
館
以

来
、区
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
き
た
も
の
で

す
。し
か
し
な
が
ら
、現
在
、急

ピ
ッ
チ
で
建
設
の
進
め
ら
れ
て
い

る
中
央
図
書
館
(
梅
田
七
丁
目
十

三
-
一
)
が
完
成
し
た
と
き
に

は
、こ
れ
に
吸
収
合
併
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、新
図
書

館
が
開
館
す
る
ま
で
の
間
、し
ば

ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

梅
島
図
書
館
の
電
話

八
八
六
-
二
六
〇
四

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎886- 3165　 足立福祉事務所888- 3141　 東部福祉事務所605- 7101　 中部福祉事務所889- 1481
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あ
な
た
は
火
事の
恐
し
さ
を
知
ら
ない
!

火災予防運動始まる

11月26日 ～12月2 日

こ
れ
か
ら
冬
の
寒
さ
に
向
か
っ
て
、

暖
房
器
具
を
は
じ
め
、
火
を
使
う
こ
と

が
多
く
な
り
、
空
気
も
乾
燥
し
て
、
火

災
か
起
こ
り
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
き

ま
す
。
消
防
庁
で
は
、
こ
の
火
災
シ
ー

ズ
ン
を
ひ
か
え
て
、
十
一
月
二
十
六
日

～
十
二
月
二
日
ま
で
を
「
火
災
予
防
旬

間
」と
し
、区
民
の
み
な
さ
ん
に
防
火

意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
そ
の
運

動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
と
し
一
月
一
日
か
ら
十
月
二
十
一

日
ま
で
に
、区
内
で
起
き
た
火
災
の
件
数

は
、四
百
四
十
六
件
、焼
け
た
面
積
六

九
七
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
死
者
四
名
、

損
害
総
額
は
、二
億
七
千
九
百
七
十
万

円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

火
災
は
、地
震
に
次
い
で
恐
し
い
も

の
で
、し
か
も
そ
の
多
く
の
原
因
は
、

個
人
の
不
注
意
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の

で
す
。そ
し
て
、ひ
と
た
び
火
災
が
起

き
ま
す
と
、自
分
の
財
産
は
一
瞬
に
し

て
灰
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
災
い
は

他
人
に
ま
で
及
び
ま
す
。

そ
こ
で
、消
防
庁
で
は
、次
の
こ
と

を
特
に
気
を
つ
け
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

◎
く
ら
し
の
中
に
防
火
の
習
慣
を

(
1
)
出
る
と
き
、寝
る
と
き
、火
の
元
を

た
し
か
め
る
。

(
2
)
た
ば
こ
は
、灰
皿
の
あ
る
と
こ
ろ
で

吸
う
。

(
3
)
コ
ン
ロ
・
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
ま
わ
り

は
、
い
つ
も
き
れ
い
に
か
た
づ
け
て

お
く
。

◎
家
庭
の
中
に
防
火
の
く
ふ
う

(
1
)
火
を
使
う
場
所
を
燃
え
な
い
よ
う
に

す
る
。

(
2
)
火
災
を
早
く
み
つ
け
る
器
具
を
と
り

つ
け
る
。

(
3
)
す
ぐ
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、か
ん
た

ん
な
避
難
の
器
材
を
用
意
し
て
お
く

◎
家
庭
と
町
に
防
火
の
体
制

(
1
)
ふ
だ
ん
か
ら
消
火
の
準
備
を
し
て
お
く
。

(
2
)
火
災
の
と
き
は
、み
ん
な
に
知
ら
せ

み
ん
な
で
協
力
し
あ
う
。

(
3
)
防
災
家
族
(
職
場
)
会
議
を
開
き
、

ふ
だ
ん
の
心
構
え
な
ど
を
話
し
合
う

私
道
の
下
水
敷
設
に

助
成
金
が
も
ら
え
ま
す

千
住
・
小
台
地
区
な
ど
は
甲
地
区
に

現
在
、東
京
都
で
は
、私
道
に
排
水

(
下
水
)
の
設
備
を
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
「助
成
金
」を
出
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
ほ
ど
、区
で
も
助
成
を
行
な
う
こ

と
が
、先
の
区
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、区
内
の
千
住
・
小
台
・

宮
城
そ
し
て
新
田
地
区
に
、公
共
下
水

道
工
事
が
進
め
ら
れ
、完
成
後
は
、甲

地
区
(
水
洗
便
所
が
使
え
る
よ
う
)
に

な
る
た
め
で
す
。

下
水
道
甲
地
区
指
定
の
現
況

小
台
・
宮
城
地
区
=
指
定
済

新
田
地
区
=
本
年
中
に
指
定
の
予
定

千
住
地
区
=
四
十
四
年
度
中
に
指
定
の

予
定こ

の
助
成
金
を
受
け
る
に
は
、次
の

よ
う
な
条
件
に
全
部
あ
て
は
ま
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

都
の
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

(
1
)
公
共
下
水
道
が
普
及
し
て
い
る
区
域

で
、
甲
地
区
(
水
洗
便
所
を
つ
け
ら

れ
る
区
域
)
の
指
定
を
受
け
て
い
る

区
域
。

(
2
)
排
水
設
備
を
し
よ
う
と
す
る
私
道
の

幅
が
、一
・
八
メ
ー
ト
ル
(
約
一
間
)

以
上
あ
り
、長
さ
が
二
〇
メ
ー
ト
ル

以
上
あ
る
こ
と
。

(
3
)
都
が
定
め
た
標
準
に
よ
る
排
水
設
備

で
あ
る
こ
と
。

(
4
)
そ
の
排
水
設
備
に
、下
水
を
流
そ
う

と
す
る
家
が
十
戸
以
上
あ
り
、
各
戸

の
く
み
と
り
便
所
を
す
ぐ
水
洗
式
に

改
造
す
る
こ
と
。

◎
甲
地
区
と
な
っ
て
か
ら
二
年
以
内
に

こ
の
助
成
金
の
交
付
申
請
を
出
す
こ
と
。

◎
助
成
金
の
額
は
、標
準
工
事
費
の
二

分
の
一
(
半
額
)
で
す
。

区
の
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

(
1
)
都
の
助
成
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
か
た
。

◎
助
成
金
の
額
は
、
都
の
助
成
金
決
定

額
の
二
分
の
一
(
半
額
)
で
す
。

こ
の
条
件
に
か
な
っ
た
場
合
の
助
成

金
は
、標
準
工
事
費
の
五
〇
パ
ー
セ
ン

ト
は
都
か
ら
、二
五
パ
ー
セ
ン
ト
は
区

か
ら
で
る
こ
と
に
な
り
、合
計
七
五
パ

ー
セ
ン
ト
が
助
成
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

申
し
込
み
先

都
へ
は
=
下
水
道
局
北
部
管
理
事
務
所

助
成
係
(
荒
川
区
荒
川
八
丁
目
二
五
)

電
話
八
〇
二
-
四
六
二
一

区
へ
は
=
土
木
部
河
川
課
設
計
係

く
わ
し
く
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
係
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

人
命
救
助
の
中
村
一
美
さ
ん
ら

三
百
八
十
名
が
晴
れ
て
受
賞

十
一
月
三
日
の
区
表
彰
式
で

十
一
月
三
日
(
日
)
「文
化
の
日
」
、

区
役
所
七
階
大
会
議
室
で
、昭
和
四

十
三
年
度
の
足
立
区
表
彰
式
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、尊
い
人
命

を
救
っ
た
り
、交
通
安
全
や
消
防
活

動
、あ
る
い
は
区
内
産
業
の
発
展
の

た
め
に
、長
い
間
活
躍
さ
れ
て
き
た

か
た
が
た
ば
か
り
で
、三
百
八
十
名
が

晴
れ
の
表
彰
を
お
受
け
に
な
り
ま

し
た
。そ
の
功
績
と
お
名
前
は
次
の

と
お
り
で
す
。(
敬
称
略
)

◎
徳
行
者
<
人
命
救
助
>
=

中
村
一

美◎
自
治
功
労
者
<
区
職
員
三
十
年
>

=
田
中
謙
三
郎
　
野
口
五
郎
　
平
野

善
助
　
長
谷
川
堅
治
　
緑
川
良
信
　

片
山
茂
明
　
清
水
清
　
高
橋
光
　
石
倉
義

雄
　
渡
辺
広
吉
　
鈴
木
道

<
区
職
員
二
十
年
>
=
梨
沢
行
弘
　

田
辺
博
　
杉
下
幸
義
　
土
谷
康
男
　

長
谷
川
慈
本
　
福
田
直
衛
　
丸
山
宏
　

下
川
洋
和
　
村
上
健
一
　
浅
賀
精
作
　

青
木
昭
一
　
岡
田
米
一
　
遠
田
重
夫
　

持
斉
伊
勢
次
　
前
川
栄
司
　
川
村
広
　

嶋
村
賢
成
　
中
山
栄
二
郎
　
岩
村
清

次
　
鈴
木
三
郎
　
那
須
権
之
助
　
草

野
七
郎
　
坂
君
雄
　
田
村
勇
　
井
上

俊
子
　
金
子
と
よ
　
長
沢
義
弘
　
小

林
義
貞
　
浅
賀
静
枝
　
加
藤
キ
ヨ
　

小
倉
芳
子
　
高
橋
志
げ
の
　
杉
本
一
江
　

戸
代
谷
貞
夫
　
渡
部
卯
市
　
高
橋
隆
蔵
　

矢
野
市
蔵
　
白
石
ハ
ツ
イ
　
山
崎
歌
吉
　

小
宮
長
太
郎
　
井
上
ふ
く
　
福
田
な
か
　

安
藤
喜
美
　
<
千
住
消
防
団
>
=
相
沢

卯
太
郎
　
赤
間
一
郎
　
有
川
三
郎
　
石

田
由
蔵
　
石
山
茂
冨
　
伊
藤
吉
太
郎
　

岩
崎
武
靖
　
植
竹
義
重
　
薄
井
正
道
　

大
川
正
　
大
里
昭
二
　
小
野
瀬
嘉
次
郎
　

喜
多
村
三
朗
　
熊
田
栄
　

児
玉
東
郎
　
小
林
康
政
　

小
松
実
　
近
藤
嘉
正
　

佐
川
照
海
　
佐
々
木
徳

一
　
笹
森
武
四
郎
　
篠

山
平
作
　
杉
浦
勘
之
助
　

鈴
木
新
太
郎
　
鈴
木
利

治
　
高
橋
実
　
高
林
昭

二
　
田
中
末
吉
　
中
川

勇
　
中
沢
正
雄
　
中
立

正
夫
並
木
仁
　
成
島
君

松
　
萩
原
政
夫
　
平
沢
幸
次
郎
　
福
村

勝
五
郎
　
逸
見
公
市
郎
　
茂
出
木
慶
三
　

茂
出
木
栄
　
茂
呂
一
衛
　
八
木
下
滝
次

郎
　
山
本
三
郎
　
吉
本
喜
作
<
西
新
井

消
防
団
>
=
会
田
善
三
郎
　
青
木
繁
男
　

浅
田
巌
　
阿
出
川
滝
蔵
　
阿
出
川
幸
雄
　

池
田
朝
信
　
石
井
喜
八
郎
　
石
崎
善
一
　

石
出
吉
蔵
　
石
鍋
実
　
石
鍋
元
務
　
市

川
正
男
　
伊
藤
鳥
三
　
巌
良
誉
　
岩
佐

和
夫
　
岩
田
清
太
郎
　
岩
橋
文
雄
　
植

木
義
忠
　
牛
込
潔
　
白
倉
吉
太
郎
　
内

田
昭
一
　
内
田
政
興
　
江
川
栄
一
　
江

川
継
麿
　
榎
本
長
寿
　
大
池
実
　
大
塚

辰
五
郎
　
大
塚
辰
春
　
大
塚
弘
一
　
小

川
清
吉
　
遠
田
平
吉
　
金
子
芳
雄
　
加

納
昭
治
　
河
合
平
内
　
河
内
重
男
　
川

田
孝
三
　
川
名
正
治
　
木
嶋
元
春
　
木

村
耕
蔵
　
木
村
正
木
　
倉
木
忠
治
　
倉

本
富
造
　
小
泉
新
次
　
小
泉
善
三
　
小

金
井
敏
夫
　
小
金
井
政
雄
　
小
金
井
保
夫
　
古
沼

仁
男
　
小
宮
房
太
郎
　
斉
藤

種
蔵
　
斉
藤
千
勝
　
斉
藤
徳
蔵
　
斉
藤

平
八
　
坂
田
武
男
　
坂
田
平
男
　
坂
田

広
　
酒
巻
徳
一
　
佐
久
間
正
治
　
桜
井

俊
蔵
　
清
水
孝
一
　
清
水
種
三
郎
　
下

川
鉄
雄
　
白
井
秋
次
郎
　
杉
本
初
忠

鈴
木
真
一
郎
　
須
藤
半
三
郎
　
関
屋
正

春
　
瀬
田
梅
吉
　
瀬
田
健
吉
　
瀬
田
正

成
　
高
橋
栄
之
助
　
高
橋
仙
太
郎
　
高

橋
初
之
助
　
宝
田
一
男
　
宝
田
武
男
　

田
口
武
蔵
　
田
代
米
吉
　
立
川
年
春
　

玉
本
英
雄
　
鶴
見
義
孝
　
土
肥
潔
　
外

山
秀
之
　
鳥
海
由
男
　
鳥
塚
優
三
　
中

沢
義
夫
　
中
田
正
信
　
中
村
謙
司
　
中

村
仙
市
　
中
村
長
平
　
中
村
元
雄
　
那
須

栄
蔵
　
那
須
三
吉
　
那
須
龍
治
　
西

井
岩
吉
　
信
要
三
郎
　
馬
場
金
造
　
馬

場
国
義
　
馬
場
孝
吉
　
馬
場
守
利
　
日

比
谷
盛
古
　
平
柳
生
次
　
平
柳
利
雄
　

福
田
金
宗
　
藤
波
嘉
平
　
古
性
定
之
助
　

古
屋
浜
治
　
星
野
錦
吾
　
星
野
啓
次
　

星
野
広
　
堀
口
政
吉
　
増
田
彦
四
郎
　

増
田
福
次
郎
　
松
永
貞
一
　
松
本
仁
　

間
宮
末
蔵
　
水
野
喜
一
郎
　
見
辺
由
治
　

村
越
康
二
　
村
山
源
蔵
　
持
木
利
之
　

森
田
秀
夫
　
矢
作
俊
雄
　
矢
作
林
蔵
　

安
田
璟
蔵
　
矢
部
喜
太
郎
　
山
崎
邦
郎
　

山
崎
鉄
五
郎
　
山
崎
利
王
　
山
崎
彦
吉
　

山
本
英
雄
　
山
本
房
吉
　
横
田
大
蔵
　

横
田
広
一
　
横
田
松
之
助
　
横
山
賀
一
　

横
山
忠
光
　
横
山
千
勝
　
吉
岡
芳
次
郎
　

吉
田
隆
　
古
野
誠
寿
　
吉
野
誠
三
　
吉

野
関
太
郎
　
吉
野
酉
蔵
　
吉
野
平
八
　

<
町
会
・
自
治
会
長
>
=
飯
島
松
治
　

牛
込
定
吉
　
木
崎
太
平
　
鈴
木
安
太
郎

◎
統
計
功
労
者
=
伊
野
広
一
　
小
茂
田

安
久
　
二
の
宮
秀
元
　
藤
田
幸
三
郎
　

前
川
昭
念
　
松
丸
藤
太
郎

◎
教
育
功
労
者
<
P
T
A
>
=
大
室
徳

三
　
清
水
勝
政
　
<
学
校
保
健
衛
生
>

=
荒
木
良
二
　
伊
沢
彦
次
郎
　
大
橋
栄

一
　
鬼
塚
陽
　
川
名
衛
　
清
原
栄
子
　
清

原
利
夫
　
久
保
敬
宏
　
小
林
功
　
千

川
喜
平
　
古
川
為
六
　
古
屋
潔
　
吉
田

典
義
　
<
教
職
員
>
=
石
塚
喜
代
　
下

斗
米
み
わ
　
広
瀬
清
造
　
鈴
木
寿
枝
　

五
十
嵐
喜
久
寿
　
古
谷
政
雄
　
武
井
保

之
助
　
磯
野
重
郎
　
松
田
猛
　
西
垣
隆

雄
　
菱
信
一
　
小
倉
亭
恵
　
大
山
正
雄
　
鷹

木
荅
　
大
橋
和
子
　
大
野
サ
カ
エ
　

後
藤
登
子
　
河
瀬
徳
子
　
儀
間
君
江
　

野
口
敬
輔
　
佐
藤
き
み
子
　
吉
成
進

加
藤
敏
子
　
佐
竹
良
昭
　

中
山
美
江
　
星
康
夫
　

井
上
達
子
　
田
中
静
枝
　

塚
田
ミ
ノ
ル
　
土
肥
岩

男
　
秋
山
啓
子
　
西
村

武
夫
　
松
村
典
子
　
堀

内
康
三
郎
　
樋
口
照
子

及
川
百
合
子
　
森
光
代

真
保
京
子
　
平
沢
と
し

子
　
南
よ
ね
　
鈴
木
十

水
　
新
谷
勇
　
元
島
八

重
　
田
村
安
次
　
植
松
千
枝
　
丸
山
い

ち
　
荒
井
幸
進
　
今
井
扶
美
子
　
広
瀬

賢
三
郎
　
堀
井
セ
ツ
　
小
宮
昭
二
　
津

久
井
千
代
　
豊
田
芳
郎
　
花
井
ト
ク
　

豊
嶋
タ
ツ
子
　
篠
原
長
生
　
石
原
万
千

夫
　
野
地
正
記
　
浅
香
黽
　
町
田
義
三
　

奥
村
芳
子
　
茂
木
静
子
　
小
林
捷
　
天

野
恭
子
　
海
老
原
一
男
　
松
木
和
也
　

村
松
新
次
　
中
西
房
枝
　
片
山
満
　
安

藤
威
之
　
荒
井
譓
一
　
増
田
正
己
　

畠
山
了
栄
　
村
山
皓
　
三
好
要
市
　

中
島
清
二
　
小
室
広
業
　
平
野
徹
人
　

堀
田
保
　
鈴
木
喜
美
子
　
中
条
鉄
雄
　

松
本
参
之
助
　
白
木
久
江
　
松
野
大

徹◎
私
学
教
育
功
労
者
<
教
職
員
>
=

篠
木
崇
　
中
村
ひ
ろ
子
　
藤
田
俊
一

◎
社
会
お
よ
び
公
共
事
業
功
労
者

<
民
生
委
員
>
=
小
沢
武
雄
　
川
名

ウ
メ
ヨ
　
下
川
亀
蔵
　
高
橋
大
造
　

田
口
富
蔵

<
保
護
司
>
=
福
田
博

◎
水
産
農
商
工
業
功
労
者
<
農
業
振

興
>
=
尾
崎
甲
子
郎
　
<
工
業
振
興

>
=
宝
地
戸
正
雄
　
<
各
種
実
業
振

興
>
=
小
林
新
市
郎
　
<
農
業
団
体

永
年
勤
続
>
　
加
村
モ
ト
子
　
吉
田

宏
　
<
工
業
永
年
勤
続
>
=
小
平
昇
　

斉
藤
十
三
哉
　
篠
原
正
芳

◎
社
会
教
育
功
労
者
　
井
上
市
三
郎
　

大
橋
忠
雄
　
柏
原
薫
　
鈴
木
一
雄
　

鈴
木
金
治
郎
　
相
馬
金
五
　
外
山
照

次
郎
　
田
村
平
八
郎
　
長
井
武
雄
　

萩
原
一
郎
　
矢
萩
喜
代
治
　
吉
木
好

太
郎

芝 ふのある野球場

平野運動場をご利用ください

区
で
は
、区
民
の
み
な
さ
ん

の
た
め
に
、よ
り
多
く
の
運
動

施
設
を
提
供
し
よ
う
と
努
め
て

い
ま
す
が
、こ
の
ほ
ど
「平
野

運
動
場
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

場
所
　
平
野
二
丁
目
十
二
-
一

交
通
の
便
　
都
営
・
東
武
バ
ス

(
東
京
駅
―
草
加
間
)
六

月
町
停
留
所
下
車
徒
歩
三
分

施
設
内
容
　
野
球
場
(
二
面
)
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
(
三
面
)

利
用
料
金
　
野
球
場
=
平
日
二

百
円
　
土
・
日
・
祭
日
二
百

五
十
円
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
=

百
円
。
い
ず
れ
も
二
時
間
単

位
。

申
し
込
み
先
　
区
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
体
育
係

◎
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

サ
ッ
カ
ー
で
心
身
を
鍛
え
よ
う

サ
ッ
カ
ー
で
、あ
な
た
も
心
身
を
鍛

え
ま
し
よ
う
。区
教
育
委
員
会
で
は
、

区
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
、

今
回
は
サ
ッ
カ
ー
の
初
心
者
向
き
講
習

会
を
開
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
=
十
一
月
十
七
日
(
日
)
午
後

一
時
～
四
時
(
雨
天
の
場
合
は
、別
の

日
時
。後
日
連
絡
)
　
場
所
=
都
立
足

立
高
校
(
中
央
本
町
一
丁
目
三
-
九
、

東
武
線
五
反
野
駅
下
車
徒
歩
七
分
、都

・
東
武
バ
ス
東
京
駅
―
草
加
間
、弥
生

町
下
車
)
　
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤

の
一
般
区
民
、区
内
小
中
学
校
生
　
定

員
=
百
五
十
名
(
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
)
　
講
師
=
区
サ
ッ
カ
ー
連

盟
会
員
　
受
講
費
=
無
科
　
申
し
込
み

先
=
区
教
委
社
会
教
育
課
体
育
係
(
内

線
五
八
八
～
九
)
　
受
講
者
全
員
に
修

了
証
書
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

1
1
月
3
0
日
は

納
期
限
で
す

申
告
所
得
税
第
二
期
分

個
人
事
業
税
第
二
期
分

登
記
の
停
止
が

解
か
れ
ま
し
た

土
地
区
画
整
理
事
業
を
実
施
中
の
と

こ
ろ
は
、
登
記
す
る
こ
と
が
、
一
時
停

止
さ
れ
ま
す
が
、
次
の
場
所
は
、
そ
れ

が
解
か
れ
ま
し
た
。

▽
九
月
三
十
日
か
ら
―
―
綾
瀬
土
地
区

画
整
理
組
合
第
一
工
区
地
区
内

▽
十
月
十
五
日
か
ら
―
―
椿
土
地
区
画
整
理
組

合
地
区
内

以
上
の
地
区
内
で
、登
記
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
で
い
た
か
た
は
、期
日
以

後
、お
早
め
に
登
記
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

登
記
の
停
止
と
は
―
―
土
地
区
画
整

理
事
業
を
行
な
い
ま
す
と
、そ
の
区
画

や
形
質
(
田
・
畑
・
山
林
・
宅
地
な
ど

の
地
目
)
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、

そ
れ
ま
で
の
権
利
を
証
明
す
る
登
記
簿

と
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。こ

れ
で
は
、個
人
の
権
利
関
係
を
正
し
く

守
れ
ま
せ
ん
の
で
、登
記
簿
を
現
実
に

合
っ
た
も
の
に
書
き
換
え
る
わ
け
で

す
。こ
の
作
業
を
誤
り
な
く
行
な
う
た

め
に
、そ
の
区
域
の
登
記
受
け
付
け
を

一
時
ス
ト
ッ
プ
す
る
も
の
で
す
。

N
H
K
の
サ
ー
ビ
ス
窓
口

千
住
寿
町
に
新
設

N
H
K
の
「千
住
営
業
所
」が
で
き

ま
し
た
。テ
レ
ビ
の
映
り
ぐ
あ
い
を
は

じ
め
、放
送
に
対
す
る
ご
意
見
、ご
希

望
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

ご
利
用
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
　
足
立
区
千
住
寿
町
五
五
、野

村
証
券
ビ
ル
(
三
階
)
　
電
話
八
八
二
-

四
三
一
一
　
(
N
H
K
)

内
職
を
し
た
い
か
た
へ

都
で
は
、
家
事
の
あ
い
ま
に
で
き
る

簡
単
な
仕
事
を
お
世
話
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
か
た
は
、
お
近
く
の
場
所
へ

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

▽
足
立
授
産
場
(
本
木
東
町
十
八
-
一
)

電
話
八
八
六
-
一
六
八
三

▽
西
加
平
授
産
場
(
青
井
四
丁
目
二
十

七
-
十
一
)
電
話
八
八
九
-
〇
六
八
一

▽
千
住
簡
易
内
職
あ
っ
旋
所
(
千
住
柳

町
十
六
-
一
)
八
八
一
-
五
五
四
八

◎ 祝電などの電話電報は10日前から受け付けています…… … …電々公社


